
　

平
成
25
年
９
月
２
日
に
76
歳
で
死

去
さ
れ
た
元
積
丹
町
収
入
役
佐
々
木

登
さ
ん
（
美
国
町
）
に
、
同
日
付
で

瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

寶
雙
光
章
が
授
与
さ
れ
、
妻
の
惠

子
さ
ん
へ
12
月
5
日
、
松
井
町
長
か

故　　

佐
々
木　
登
さ
ん
（
美
国
町
）

～
地
方
自
治
行
政
一
筋
の
41
年
～

瑞
寶
雙
光
章
受
章

特別叙勲

▲左から 松井町長、今井積丹消防団長

     杉本美国郵便局長、井端余別郵便局長　

消防団１２０周年記念
特殊切手を積丹消防団へ贈呈

　12 月 11 日、北後志消防組合積丹支署で積丹消

防団副分団長以上会議が開催され、冒頭で消防団

１２０周年を記念した特殊切手が杉本厚喜美国

郵便局長より今井諭積丹消防団長へ手渡されまし

た。

　会議の中で今井団長は 11 月 25 日東京で行われ

た消防団 120 周年・自治体消防 65 周年記念大会

への出席を報告し、「地元は地元の者が守らなく

てはならない、責任感をこれまでにも増して帰町

した。」と力強く述べました。

　消防団員の皆さんの日頃の活動に感謝します。

現
し
た
の
も
佐
々
木
さ
ん
の
大
き
な

功
績
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
ご
功
績
を
た
た

え
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ら
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
昭
和
38
年
に

積
丹
町
へ
奉
職
し
て
以
来
、
41

年
余
り
を
地
方
自
治
行
政
一
筋

に
励
み
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
間
、
収
入
役
２
期

８
年
、
農
林
課
長
５
年
、
教
育

委
員
会
教
育
次
長
４
年
11
月
、

町
監
査
委
員
２
期
５
年
２
月
を

歴
任
す
る
な
ど
町
の
重
責
を
担

い
、
農
林
業
の
振
興
や
教
育
環

境
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
、
私
達
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
実

　

積
丹
町
商
工
会
の
山
本
俊
三
会
長
（
美
国
町
64
歳
）
の
長
年
に
渡
る

町
商
工
会
で
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
11
月
19
日
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札

幌
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で　

山
谷
道
副
知
事
か
ら
北
海
道
産
業
貢
献
賞

（
商
工
鉱
業
功
労
者
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
本
会
長
は
式
典
の
中
で
、
各
分
野
の
受
賞
者
が
多
数
臨
席

す
る
中
、
受
賞
者
の
代
表
と
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

山
本
会
長
は
平
成
２
年
に
町
商
工
会
理
事
に
就
任
さ
れ
、
平
成
11
年

に
副
会
長
、
平
成
14
年
か
ら
現
在
ま
で
は
会
長
と
し
て
町
の
商
工
会
活

動
に
尽
力
さ
れ
、
産
業
経
済
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
会
長
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
産
業
貢
献
賞
を
受
賞

町
商
工
会 

山
本
俊
三 

会
長
（
美
国
町
）

   ▲式典で謝辞を述べる

　   山本会長
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　毎日の生活のなかでの様々な心配や悩みごとについて身

近な相談相手になってくれる民生委員・児童委員が平成

25 年 11 月 30 日の任期満了に伴い改選され、このたび厚

生労働大臣と北海道知事から 17 名の方が委嘱され、松井

町長から委嘱状が伝達されました。

　今回委嘱された委員の皆さんの任期は、平成 25 年 12 月

1 日から平成 28 年 11 月 30 日まで、3年の間各地区を担当

され、地域福祉の向上を担い活動されます。

　また、長年地域福祉の向上にご尽力された、土田茂さん

( 野塚町 )、越谷玲子さん ( 美国町 )、加藤晃さん ( 幌武

意町 )、灰野惇俊さん (婦美町 )、山口征子さん (美国町 )

が退任されました。

　長年の民生委員・児童委員としてのご活躍に深く感謝申

し上げます。

委員氏名

（電話番号）
担当地区

委員氏名

（電話番号）
担当地区

道房　裕

（44-2614）

小泊・寺町

厚苫・常盤

小原　一雄

（45-6552）
入舸町

三上　末子

（44-2467）

茶津・浜町

柳町

佐藤　壽一

（45-6138）

日司町

（日司泊除く）

別所　範一

（44-2610）

中央・西仲

東浦

郷六　憲子

（45-6162）

野塚町

日司泊

山﨑　美枝子

（44-3171）

山岸

西浦

海田　富佐子

（45-6079）

野塚町

丸山

吉田　裕子

（IP 44-2421）
栄町

外崎　晃記

（46-5075）

来岸町

西河町

谷橋　誠子

（44-3451）

多茂木

川上

安宅　範子

（46-5108）

余別町

神岬町

松葉　和弘

（44-2309）
婦美町

新井田　澄子

（46-5072）

余別町

神岬町

富士谷　哲朗

（45-6260）
幌武意町

氏名 電話番号

佐藤　多美子 ４４－２５０７

菊谷　知子 ４４－３６２１

■主任児童委員

■民生委員・児童委員

１７人の町の民生委員・

　　　　児童委員を紹介します

議
案
第
１
号

　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

欠
員
と
な
っ
て
い
る
監
査
委
員
を

選
任
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の
同
意

News議会ニュース

 第４回町議会臨時会
平成 25 年

　平成 25 年第４回町議会臨時
会が 11 月 18 日に招集され、同
日閉会しました。
　そのあらましについてお知ら
せします。

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

山
田
　
文
雄
（
美
国
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　
積
丹
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
回
）

　

本
年
７
月
か
ら
明
年
３
月
ま
で
の

期
間
に
お
い
て
一
般
職
及
び
特
別
職

の
給
料
月
額
減
額
支
給
措
置
を
実
施

し
た
こ
と
並
び
に
本
年
４
月
の
人
事

異
動
等
に
伴
い
、
一
般
職
及
び
特
別

職
の
人
件
費
に
係
る
各
科
目
に
お
け

る
予
算
額
に
過
不
足
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
補
正
予
算
措
置
を
行
う
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

　
積
丹
町
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
　

歳

入

歳

出

予

算

の

総

額

に

37

万

８

千

円

を

追

加

し
、

５
７
４
３
万
４
千
円
に
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

ご家庭における節電のお願いご家庭における節電のお願い
この冬の

ご家庭で節電をお願いしたい
期間・時間帯・量

３月７日（金）までの平日※1

16 時～ 21 時において

６％以上※2 の節電にご協力をお願いします。

※ 1　12 月 30 日（月）～１月３日（金）は除く

※ 2　平成 22 年度実績との比較

節電にご協力いただきたい
電化製品

　照明、冷蔵庫、テレビ等を中心に、普段お使いの電気製品につ

いて節電のご協力をお願いします。また、外出の際には待機電力

の削減もお願いします。

　ご家庭では冬の19時に平均で約1,000Ｗの電力を消費しており、

照明、冷蔵庫、テレビで４割以上を占めています。

冬のご家庭での

消費電力（19 時）

（敬称略）

（敬称略）
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